







その他のタイトル The fundamental principle of Hiromichi Ojima's













係について、学校による社会改造論を体系化したカウンツ(G.S. Counts， 1932)の Darethe School 

























































































政改革、公教育目標の変容などの影響を受けて、 f学校の権限拡大j 、 f経営責任j 、 f参加型学







































臨教審や 1991年答申などを受け、 1990年代前半からは「学校の自己革新j として校長のリーダ
ーシップ、教師の意識改革を対象に研究を展開してきた。そこでの研究は、学校経営を担う者の f気






















































































(6) このような捉え方は、次の論文が参考となった CBeck，U. & Lau， C.， 8econd modernity as a 
research agenda: theoretical and empirical explorations in the 'meta -change' of modern society， 
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